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町民の皆さんよろしくお願いします。
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【国保病院】

看護師

金海

新人です。

【介護老人保健施設】
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1
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新
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時
刻
に
あ
わ
せ
小
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と
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を
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【国保病院外科医長】

西堀重樹

4月号広報紙で紹介して

います。
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政
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係
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央
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明

2年間よろしくお願いします

津見 豪(33歳)

企画振興課企画政策係長• • 
北海道から 4月1日付けで交

流職員として、着任した津見豪さ

んを紹介します。

津見さんは奥さんと、子ども 3人の5人家族で今

金町へ着任し、今金町のl倣只として2年間勤務する

ことになりました。これまでの勤務先は、小縛士現

蘭越出張所、小縛士現共和出張所、小僻土木現業所

(本所)で勤務していました.

町民へ一言

「この度は、縁あって今金町役場に勤務させてい

ただくことになりました.町内には温泉・キャンプ

場 ・パークゴルフ場などがありアウトドアが大好き

な我が家にとっては、とてもこの町が気に入ってい

ます。仕事はもちろんそれ以外の様々な機会に皆様

とお会いすることがあるかと思いますが、 家族共々

どうぞよろしくお願いします。」

この4月1日より北海道経済部観

光振興課宣伝誘致グループで2年間

の相互交流という事で勉強させて頂くこととなりま

した。

主な仕事としては、赤れんが庁舎等の利用活用に

関することや国際観光の宣伝誘致に関するこ

と ・ ・ ・等北海道の観光を宣伝する仕事にかか

わっており、今金町で経験を積んできた町民畑とは

全く違う仕事となっております。。

今後の他負としては、まずは道職員の方々に"今

金町'がどこにあり、どんな町なのかという事を

知ってもらい、最終目標としては北海道民の方々に

今金町の良さを広めることができればと思っており

ます。

道庁にお越しの際には、是非とも8階の観光振興
課へ足を運んで頂き一声かけて頂ければ幸いと思っ

ております.今後ともよろしくお願いします。

北海道経済部観光振興課
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生くん(神奈川県川崎市)の6名が留学生として新た

に加わりました。

これで、今年の美利河小学校の児童数は.地元が

4名、昨年からの留学生が3名、今年の留学生が6

名の計13名となりました。

なかでも、山口理夏さん(6年生)は今年で10年目

を迎える山鹿鹿本国内交流事業で昨年 12月 25~28 日

の日程で来IIITし、今金町内の小学生と交流を深め、

「楽しかったし、みんなやさしかった」との思いもあ

り、 4月から美利河山村留学生として再び来町し、

「冬になったらス

キーやスケー卜

も楽しみ」と小学

校生活段後の 1

年を自然豊かな

美利河小学校で

スタートしまし

た。

自然いっぱいの

美利河小学校ヘょうこそ!

美利河小学校で山村留学生の歓迎交流会

が行われ、山口理夏さん(熊本県河北町)、小

篠悲奈さん(東京都練馬区)、藤谷剛くん(大

阪府河内長野市)、堤裕樹くん(熊本県長洲

町)、松田和輝くん(東京都町凹市)、福地其

町
内
各
小
学
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行
わ
れ
た
入
学
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。
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校
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、
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そ
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負
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通
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れ
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交
通
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ど
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遭
わ
な
い
よ
う
、
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民

の
み
な
さ
ん
も
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春の交通安全
新入学児童の入学シーズンを迎え「春の新入学(図)

児の交通安全街頭啓発」が行われました。

今金町交通安全運動推進委員会では今金町、ライオ

ンズクラブ、交通安全指導委員会、交通安全協会、自

治会連合会(生活安全部会)、今金交番の方々約30名に

より 4月7日に今金小学校前で新一年生に対し、ぬり

え、押し花の会作成の交通安全しおり、リーフレット

を手渡し交通安全を呼びかけました。

子どもたちの危険な行動には町民皆さんで注意しあ

い、交通事故を未然に防止しましょう。

閉じく 4月7日10時30分より今金町役

場前の国道において自治会連合会(生活

安全部会)、交通安全指導委員会、交通安

全協会の方々 により、約50名のドライ

パーに、タオル、押し花のしおり、リーフ

レット等を渡し、交通安全への意識高揚

と交通事故を未然に防止するための啓発

を行いました。

一一
的

」工こコ
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電話による年金のご相談は

『年金相談センター』をご利用ください。

社会保険事務所では、増加する年金相談に対するサービス向上を目的に、電話による年金相談を専門に行

う窓口として、 「年金電話相談センター」を開設しておりますので、お気軽にご利用ください。。電話番号
函館社会保険事務所 年金電話相談センタ-

0138-30-5165 

0138 -30 -5265 

0 相談時間
8 30~17 00 

<>相談内容

厚生年金・国民年金に関する年金相談

年金請求等に関する各種届出用紙の送付

※ 障害年金に関するご相談や国民年金の保険料に関するご相談は、お近くの社会保険事務所へお問い

合わせください。

国民年金保険料をコンビニエンスストアで納付できるようになりました!

平成16年4月以降に送付される納付書では国民年金保険料をコンビニエンスストアで納付することが出来

ます。

夜間・休日でも保険料を納めることができるようになり、とても便利になりました。

なお、一部利用できないコンビニエンスストアもありますので、納付書の裏面をご確認のうえ、ご利用願

います。

6月は人権擁護委員普及月間です。

「特設人権相談所」 開設のご案内
函館人権擁護委員協議会では、人権擁護活動の一環として次のとおり「特設人権相談所」を開設します。

相整理当者は、人権擁護委員が当たり、児童・生徒のいじめ、体罰、家庭内のいざこざ、借地借家、不動

産、相隣関係等、身近な法律問題や人権問題等困りごと心配ごとの相談に応じます。

相談内容につきましては一切秘密が守られ、相談は無料ですので、どうぞお気軽に御利用下さい。

相談所開設の日H寺及び場所

日時 平成16年6月1日(火) 午後1ft寺から午後4時まで

会場 町民センター

ト ー 春の行政相談週間のお知らせ。

5 月 17 日~(月) 5月23日(日)は「春の行政相談週間」です

国の行政に関する苦情や意見・要望等をお聴きしてます。

毎日の暮らしの中で、国の役所や公団等が行っている仕事やその手続、サービスについて、困っているこ

と、納得できないこと、こうしてほしいなどがありましたら、お気軽にご相談下さい。

O 相談内容老人保健・福祉、道路、年金、登記、郵便・貯金、消費者保護、雇用保険、 役所の窓口
サービス等

函館行政評価分室

c!) 

相談は無料です。また、秘密は守ります。

干040-0032 函館市新川町25-18 函館地方合同庁舎内

電話0138-23-0909 FAX0138-23-0919 

• • 

• • 

交通事故|こ気をつけて

商工会女性部

新入学児童の交通事故を未然に防ごうと、商工

会女性部では、毎年新入学児童に心のこもったプ

レゼントを贈っています。

今年は、ビニール製の7ァスナーケース。ケー

スの中には春を思わす可愛いイラストを背景とし

た用紙に「入学おめでとうJrあかるく げんきに
こうつうあんぜんj と脅かれたお母さんならで

はのメッセージが添えられていました。

稽のある美しい町づくりを目指して

a，*"{仰向弘 、
ャぃ 同 司，:-._.，、

Z馬町吻JO-ー -

『春らんまん語いっぱい~~
。商工会女性部が主管となり、「花」をテーマ|こ

5月23日(日)午前11持から午後3時まで

デ・モ レン広揚を会場lこ

『春らんまん花いっぱ1，\2004~ を初めての試みとして開催します。

く〉商工会女性部では、「花」を通して明るく楽しい町づくり|こしだいと

会場いっぱいを艶やかな花で彩り、花の種プレゼン卜や花の販売、

ジャンボのり巻きトライ、ウキウキ大;由選会、飲食コ ナ など大人

から子供まで楽しめるイベントを企画。

春を満喫して]買くため、皆様のご来場をお待ちしております。

「今金町国民健康保険被保険者」で満

40歳以上の皆さんヘ

精密脳ドックは、 MR I (脳の断層撮影) M R A (脳の血管撮影)検査

などの新しい診断装置を使用し、脳腫傷、脳梗塞、クモ膜下出血の原因と

なる脳動脈癌などの恐ろしい脳の病気が発生する前に発見し、早期予防、

早期治療を目的とした検査です。

「精密脳ドック検診」の

申込み問い合わせば

。

Cむ



(快速特急バスの旅)
せたな号札幌争時瀬棚

往復毎日運行 1
200  HE4 同 24 日~9 月 30 日まで

j札
奥幌
尻・
島会
フ金
工・
，)北
|槍
直山
結・
瀬
棚

-・・国l民年金1町，&.，~--
入L4ノ 基礎年金番号はなんのだめ!こあるでしょう
か。

日1 平成16年 6月

-・・・II fi01378-7-3963 
fiOl1-241-0241 

瀬棚港

(東日本海)，リー)

1 4: 5 0発

北檎山

(温泉ホテル前)

1 5: 00発

今金

(町民tノヲー前)
1 5: 1 5発

札幌

c，ンhリー口イヤルホfル)
1 9 : 2 0予定

臨値圏直旭国盈量E圃圃圃圃圃圃圃圃
瀬棚

札幌

東日本海7工リー側

~t都交通

札幌

c，ンfrlJ-日イヤルホテル)
9: 0 0発

今金

(町民tノト前)
1 3: 0 5予定

jt楢山

(温泉桁ル前)

1 3: 2 0予定

瀬棚港

(東日本海7エリー)

1 3: 3 0予定

年金の手続や支払いを迅速かつ正確!こ行えるよう

Cするだめです。

平成9年 1月から実施されだ基礎年金番号は、そ

れまで圃民年金、厚生年金保険、共済組合で独自|こ決

められてい疋加入者の年金番号を一本化し、20歳|こ

怠って国民年金に加入したときや、就職して厚生年

童保険など初めて公的年金C加入したときの年金番

号が、その後、転職や退脇、あるいは年金を受けるよ

う巴怠コてもずっと変わらないままとなります。

基礎年金番号を導入する前は、それぞれの公的年

金制度ごとに年金番号を決めて記録管理していだ定

め、いろいろな問題が生じていましだが、年金番呈の

一本化巳より年金の手続きや照会ガスム ズ巳出来

るだめ届出を忘れている万C届出が必要であること

をお知らぜしたり年金相談や裁定ガ迅速かつ確実巴

行われる僚巴なりました。• • 

事 業所・企 業 統 計 調査

商 業 統 計調 査

サービス業 基本 調 査

6月l目、事業所・企業統計調査、商業統計調査及びサービス業基本調査の 3

調査が全国一斉に 1枚の調査票で同時に実施されます。

この調査は、総務省と経済産業省が実施するもので、全国の民営の事業所すべ

てが対象になります。調査の結果は地域開発計画や都市計画などの基礎資料や、

国や都道府県・市区町村における商業の育成、サービス産業の振興等に係る諸施

策の企画・立案の基礎資料になります。 5月下旬から調査員が各事業所に伺いま

すので、皆様の御協力をお願いします。
EE栢 誓 ・E ・・E ・-
人(片道 5，00口、往復 9，000)
供(片道 2，500、往復 4，700)

運行パス会社銀嶺パス側 '5'011-682-2000
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《町民謀年金係》

|国民年金保険料を納めましょう|

村

町

わ
府
で
喝

棚
諜
約

H
M

瀬

一JM
Mせ ~æ公園つつじ空軍り

八雲の町の花となっている『つつじJ。八
雲町の祐部公聞はつつじの名所です。今年
の「落部公匝lつつじ熊り」では、歌謡ンヨー
やカラオケ大会、ジャンボビンゴなど楽し
いイベントが盛りだくさんですけまた、会
場では八雲町の特産品も販売します.皆吉
んのご来場をお持ちしております.
・日時/6月6日 (日)午前10時~午後3時
・会場/落部公闘(※雨天時は落部町民セン
タ)
.お問い合わせ先/同実行委員会(役場結冊目
支所内)TEL.0137';-7-2231 

山
菜
採
り
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

温泉ホテル日帰り入浴パークゴルフ

場共通ポイントのサービス有り!

.プレー代/1ラウンド向校生以上3∞
円、中学生以下・70歳以上I∞円、 l日#

それぞれiラウンドの2回分

・用具l式 2∞円
・回数券/12ラウンドm3.000円
・I~Iい合わせ先・巾込先/企画商工観光臨l

TEl. 01378-4-51 1 1、北恰山町グリーン

パーク TEL. 01378-6-0530 

キッチン、ガスコン口、水洗トイレ、冷
蔵庫テレビ暖房Rii具など設備が充実し
ている人気のケビンは毎年たくさんのこ.
予約をいただいております.もちろん、持
込テントサイトもありますので智さんの
ご利用をお待ちしてます.管理lsl!ではソ
フトクリームなどの特産品も販売してま
す!なお、ご利用の予約については、オー
プンまで役場産業振興課にて畳付してお
ります.
・お問い合わせ先/役場産業振興m
TEL. 01378-7-3311 • • 
過コリドー版酌トワーワ噴報

町

~~湯『溺とぴあ日ll~~
4月よりオープンした耐とぴあ臼別.)tj 

囲を大自然に四まれた静かな臼別渓谷に

ある秘協は地元助治容や観光客に大人

気.お湯は天然硫酸忠良で無色透明湯温

は約53度あり慢性庇崩病や神経痛に効

県があります.

.場所/大成町宇宮野(国道沿に看板あ

り)

・入浴料/無料(お心のある方に清掃協力

企として100円前いていますJ

成大町

態右あわびの盟7xスティバル
熊石特産の「晶わびJがメインの食のお

祭り.あわぴ食街道浜焼吉街道・いにし

え食街道など色々な 「企Jが格安で味わえ

ます.活あわびが当たる宝餅まきや、ジャ

グリングパフォーマンスショーなどイベ

ント盛り沢LlI.

.期日/5月16日(日) 午前9時30分~

.場所/熊石町背j>{下旅行村

.お問い合わせ/11.石あわびの里フェス
ティパル実行蚤員会 TEl. 01398-2-3111 

石費量長万部町
~害加者募集中~

毛がにロードレース
.開催日/6月27日(日)
.コース/長万部中学校グランド

・樋目/1.2k師、3km.5km.10k冊、ハーフマ
ラソンの開l

※小学生 一般男女、車イスなど全部で14

種目(刷1!は毛がに)

・受付/5月28日(金)まで
.参JJIJ料/3.000円出1.2km，3kmの部は
1. 000円

・11Mい合わせ先/教育委員会生涯学習限

内 TEL.01377-2-27'18 

暖
か
く
な
り
、
山
菜
採
り
を
楽
し
む
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

山
菜
採
り
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
手
軽
に
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
お

り
ま
す
が
、
例
年
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
.

O
行
き
先
‘
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
を
必
ず
家
族
や
知
人
に
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
・

0
単
独
行
動
は
避
け
、
同
行
者
と
互
い
の
位
白
を
雌
認
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

O
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
む
や
み
に
歩
き
回
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

O
万

一
に
備
え
、
笛
や
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
を
携
帯
し
目
立
つ
服
装
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
、
火
の
後
始
末
な
ど
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
も
忘
れ
ず
に

守
り
ま
し
ょ
う
。

O
ク
マ
も
山
菜
は
大
好
物
で
す
。
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に
は
自
分
の
存
在
を
先
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
音
の
鳴
る
も
の
を
身
に
つ
け
、
獣
の
匂
い
や
気
配
を
感
じ
た
ら
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

l平成rnJ時自ー陸海 l
.空士(男子)募集案内

受付期間

l試験期日

試|試験場函館駐屯地

| 筆記試験

験岡験種目|:E22
| 卜身体検査

合格発表 |平成16年 6月下旬予定
ト一一 一一一

詳しい説明及び受験手続き t::.d 
(志願書類)の請求等は各役 .Al易玄、プー
場総務課又は、自衛隊函館 司ヲ~

地方連絡部今金募集事務所までご連絡〈だ

さい。連絡先今金募集事務所

18歳以上27歳未満の男子

平成16年 5月28日 (土)まで

(日)

応募資格

平成16年 5月初 日

心
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ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
戦
員
の
派
泣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時
V
5
月
ゆ
日
同
マ
午
後

i
時

1

午
後

5
時

V
5
月
間
山
日
同
マ
午
前
日
時

1

正
午

。
連
絡
先

[北
姶
山
職
業
相
談
室
】

8
0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4
 

[
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
]

同

U
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5

無
料
登
記
相
談
の
開
設

(
要
予
約
)

函
館
地
方
法
務
局
今
金
出
張
所

の
廃
止
に
伴
い
、
月

i
回
役
場
に

お
い
て
開
設
さ
れ
て
き
た
登
記
相

談
所
が

3
月
末
日
を
も

っ
て
廃
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
相

談
に
対
応
さ
れ
た
司
法
書
士
の
方

々
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
毎
月

1
回

(
1
月、

2
月
を
除
く
)
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

。
相
談
種
別

V
予
約
に
よ
る
無
料

登
記
相
談

。
相
談
場
所

V
役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
時
間

V
午
前

9
時
か
ら
は

時
ま
で
(
予
約
が
あ
る
場
合
)

。
相
談
対
応
さ
れ
る
司
法
書
士
名

-
佐
々

木

長

芳

氏

・
太
刀
川
徳
美
氏

・
成

田

英

雄

氏

・

井

上

正

範

氏

。
相
談
日

V
5
月
は
白
川
川
(
予
約
は

5
月

日
日
の
正
午
ま
で
)

V
6
月
刊
日
同

(
予
約
は

6
月

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲
]

官

0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9

回
収
し
ま
す
!

古
い
電
話
帳

《
回
収
し
た
電
話
帳
は
次
回
包
括

帳
用
紙
に
リ
サ
イ
ク
ル
》

N
T
T
東
日
本
で
は
地
球
に
や

さ
し
い
電
話
帳
作
り
を
め
ざ
し

て
、
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
て
新

し
い
電
話
帳
朋
紙
へ
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳

(
5
月
中
旬
か

ら
お
届
け
予
定
)
を
お
届
け
し
た

際
に
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
在

等
な
ど
で
お
渡
し
い
た
だ
け
な
か

っ
た
時
は
、
タ
ウ
ン
ぺ

l
ジ
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
お
引
き
取
り
を
い
た
し
ま
す
。

皆
綴
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

O
平

日

V
午
前

9

ω

1
午
後

8

・∞
O
土
曜
・
祝
日

V
午
前

9

ω

1

午
後

5

ω

お
休
み

V
日
曜
日

O
フ
リ

l
ダ
イ
ヤ
ル

• • 

日
日
の
正
午
ま
で
)

※
予
約
が
な
い
場
合
は
開
設
い
た

し
ま
せ
ん
。

。
予
約
先

V
役
場
総
務
課
総
務

係

8
2
l
o
l
-
-

自
動
車
税
の
納
期
限
は

5
月
担
日
(
月
)
で
す
。

自
動
車
税
は
毎
年
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、

4
月

1
日
現
在
で
陸
運
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
で

す
。
(
ロ

i
ン
で
購
入
し
た
場
合

な
ど
で
所
有
権
が
売
主
に
あ
る
場

合
は
民
主
で
あ
る
使
用
者
が
納
税

義
務
者
で
す
。
)

な
お
、
納
税
に
は
使
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ

》つ
。
詳
し
く
は
、
槍
山
支
庁
総
務
部
税

務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

(
岳
唱
託
同

ハU
1
4
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0
1
3
9Ru--η4
11
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内
線

2
3
6
1
)
。」、ο。

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
の
一

普
及
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
市
民
一

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
に

-

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

一

お
り
、
急
速
に
増
大
し
て
お
り
ま
一

す
。

一

し
か
し
な
が
ら
、
車
輔
に
搭
載

さ
れ
た
不
法

C
B
無
線
、
不
法
ア
一

マ
チ
ユ
ア
無
線
、
不
法
パ

l
ソ
ナ
一

ル
無
線
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
不
法
一

無
線
局
が
、
人
命
・
財
産
に
関
わ
る
一

重
要
無
線
通
信
に
対
し
て
妨
害
を
一

与
え
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
一

受
信
障
害
を
与
え
る
な
ど
住
民
に
-

多
大
な
迷
惑
を
か
け
社
会
的
な
問

一

極
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

一

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
広
く

一

国
民
に
電
波
利
用
環
境
保
護
の
大

一

切
さ
を
訴
え
る
た
め
、
6
月

1
日

の
「
電
波
の

日
」
か
ら
同
日
間
を

一

「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
定
め
、

一

電
波
利
用
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
一

活
動
を
全
図
的
に
展
開
し
て
い
ま
一

す

。

-

2
0
1
2
0
i
5
0
6
1

3
0
9
 

6
月

1
H
S刊
日
は

電
波
利
用
保
護
旬
開
で
す
。

円
台
ら
し
を
支
え
る
電
波
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

つ
農
業
施
設
の
水
難
事
故

に
注
意
!

山凶
作
業
も
始
ま
り
、

水
田
な
ど
に
利
用
す

る
農
業
用
水
路
へ
の

放
水
が

5
月
初
旬
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

段
業
用
水
路
に
は
、

か
ん
が
い
用
水
や
雨

な
ど
の
影
響
で
大
量
に
水
が
流
れ

込
み
ま
す
。
平
常
時
で
も
水
洗
の

勢
い
が
強
く
、
大
雨
の
影
響
で
噌

水
す
る
と
さ
ら
に
勢
い
が
憎
し
大

変
危
険
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
好
奇
心
か
ら

万

一
用
水
路
な
ど
へ
落
ち
た
場

合
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
毎
年
、
こ
の
時
則
に
な
る

と
幼
児
や
小
学
生
が
股
業
用
水
路

へ
転
務
し
、
死
亡
す
る
な
ど
悲
惨

な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
く
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
(
園
)
、
幼

殺
闘
で
は
、

頭
首
工
・
用
水
路
付
近

で
絶
対
遊
ば
な
い
よ
う
、
子
ど
も

た
ち
に
呼
び
か
け
、
注
意
し
あ
う

よ
う
お
願
い
い
た
い
し
ま
す
。
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4月号の広報いまかねの10ベージ

で掲載漏れがございましたのでお知

らせ致します。• • 
(正)

※ 町長及び助役、教育長の給料に

つきましては、財政状況を踏まえ、

平成15年10月l日よ り町長779，000 

円、助役646，000円、塾主孟旦牛且2
円に引き下げを行っております 。

役場税務課では、納税相談に応じ

ています.期限までに納められな
いときなどは、お気軽にご相談く
ださい.((役場税務篠宮2-0111))

Gv 

-Eミ ~=l! i)it ;;t;;:I・~'~;J;.
の納期となっています。

る
越
し
の
空
間
切

※
営
業
期
間
は
叩
月
山
田
ま
で
.

直互画E

冬
期
間
、
休
業
し
て
い
た
奥
英
利
河

温
泉
山
田
家
が
4
月
初
日
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
.
自
然
に
固
ま
れ
た
ち
ょ

っ
と

ぬ
る
め
の
温
泉
は
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ

(誤)

※ 町長及び助役の給料につきまし

ては、財政状況を踏まえ、平成15年

10月l日より町長779，000円、助役

6'16，000円に引き下げを行ってお

ります。

社会福枇協議会だより (1116・4・11) 
※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への多'傾のご寄付、ご厚

意ありがとうこ'ざいました。(敬称略)

《東京都》 《八雲町》 大倉啓太郎 木 !J， 武 雄
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《函館市》 阿部幸1'r-区代谷 今金町民331研友会
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一
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弘
正
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、
h
k
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に

知

手

'

'
g
m
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が
・
鎗
も
が
よ
み
や
す
〈
勾
と
の
主
析
に
よ
り
あ
え
て
付
記
し
て
い
ま
49.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税
-
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

が
探
せ
ら
れ
ま
す
。

-
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
g

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

-

ハ
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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山
守
じ
の
u

損
壊
バ

今

金

町

学

社

融

合

フ

ァ

イ

ル

の
発
行
に
つ
い
て

'3
地
域
と
学
ぶ
学
校
づ
く
り
を

願
っ
て

3

今
金
町
教
育
委
只
会
で
は
、
学
校

教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
を
目
指

す
た
め
、
学
社
融
合
フ
ァ
イ
ル
の
発

行
を
こ
の

4
月
に
行
い
ま
し
た
。

近
年
学
校
教
育
で
は
、
段
業
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

教
育
で
も
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

を
対
象
と
し
た
様
々
な
事
業
を
実

施
し
町
民
や
団
体
の
学
習
機
会
の

提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
学
校
教
育
と
社
会

教
育
を
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
通
し
て

結
び
、
相
互
の
情
報
交
換
や
教
育
資

源
の
活
用
な
ど
を
目
的
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
ま
し

た
。学
社
融
合
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
と

し
て
、
大
き
く

4
つ
の
分
野
に
分
け

て
あ
り
ま
す
。

①
今
金
町
の
教
育
の
槻
要

こ
の
章
で
は
、
今
金
町
の
教
育
に
つ

い
て
や
渇
年
度
の
事
業
計
四
に
つ

ロ吉
一問
い
合
わ
ぜ

お
一4
フ

金

町

教

育

委

員

会

第一

8
2
1
3
4
8
8

い
て
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
慾
章
・
総
合
計
画

教
育
目
標

・
社
会
教
育
基
本
目
標

第

2
次
社
会
教
育
中
期
計
画

5
カ

年
の
目
僚
と
箆
点

平
成
時
年
度
教
育
執
行
方
針

平
成
路
年
度
教
育
娠
興
計
画

学
校
に
対
す
る
年
間
調
査
、
依
頼
事

項
予
定

一
覧

②
今
金
町
の
学
習
機
会
の
提
供

今
金
町
何
が
で
き
る
か
リ
ス
ト

こ
の
章
で
は
、
今
金
町
の
学
習
可

能
な
メ
ニ
ュ
ー
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と

に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

・
芸
術
、
文
化
、
趣
味
分
野

・
教
養
、
歴
史
、
自
然
分
野

・
行
政
従
供
分
野

・
脱
業
分
野

③
学
習
活
動
施
設
等
情
報

こ
の
輩
で
は
、
学
習
活
動
が
可
能
な

施
設
や
教
育
委
員
会
が
貸
し
出
す

こ
と
の
で
き
る
備
品
等
の
紹
介
を

し
て
お
り
ま
す
。

今
金
町
学
習
活
動
施
設
マ
ッ
プ

社
会
教
育
施
設
の
紹
介

貸
出
可
能
な
備
品
リ
ス
ト• • 

④
参
考
資
料

こ
の
章
で
は
今
金
町
の
国
際
国
内

交
流
事
業
や
今
金
町
の
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
に

つ
い
て
は
以
上
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
未
完
成
な
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
や

学
校
か
ら
の
要
望
な
ど
を
取
り
入

れ
な
が
ら
充
実
し
た
も
の
を
追
加

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。こ
の
フ

ァ
イ
ル
を
通
し
て
地
域
と

学
校
、
家
庭
が
よ
り
結
ぼ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【お
問
い
合
わ
せ
]

今
金
町
教
育
委
員
会

告

2
3
4
8
8

今金町掌往風合ファイル
山川 ド.. 

料

社
会
教
育
委
員
体
育
指
導
委
員

・
文
化
財
保
護
委
員
選
出
さ
れ
る

任
期
満
了
に
伴
い
、

4
月
1
日

付
で
新
し
い
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。新
し
く
選
出
さ
れ
た
委
員
の
方

々
に
は
今
金
町
の
生
涯
学
習
推
進

の
支
援
者
と
し
て
ご
尽
力
を
お
願

致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た

委
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

進

美利河

町

影

町

南

日

御

東

良祐

紀貞

伸子

慎一

八平

磯部

黒漂

丸山

田口

奥田

委員長

副委員長

員

11 

委

• 
代

昇

町

金

昇

寒

旭

一
鈴

寒

田稔

一
毅'
A
 
宏小)11

水野

千葉

ニ宅

五十嵐淳一

明美

誠一

近藤

田中

職名

委員長

副委員長

委 員

11 

11 

金

今金町体育指導委員会委員

職名 氏 名 住

委員長 戸室孝俊 田 代

副委員長 藤村公土 八幡町

委 貝 永井 章 本 町

11 古田晴美 昌美町

11 塩崎弘明 寒 昇

11 岩坂忠裕 昭和町

11 斉藤 忠 御 景3

11 仲川登志江 寒 昇

11 丸山陽子 寒 昇

11 辻 司'昌ロ己一一 本 町

鈴明美津村

11 

11 

昇

町

代

末広町

東

寒

曙

田

八

神

八幡町

丘

武夫

同
一一
戸
一一
林

明

晃一

11 

11 

11 

11 

11 

11 

脳倫Ij~ti デピ吻J ト |感動した場面は卒圏一一それ:
~二 、守 司里， ~・ぞれ花をプレゼン卜したことでした。

ω1;IJllmllf :l1-i1-ー | 本当1=素晴らしい式典でしたo NZでこの:..， ~ NQ~，~" I . ~~:~ 
l ような光景を見ることはありません。この:

ような式典をNZ人が見れば、とても驚くで:

しよう。日本とは全く正反対で、私たちNZ・

人はイギリスのようなフォーマルさや格式:

ばった式典を好まないからです。 .

私は日本の式典が好きです。しかし、 こ:

のNZの格式ばらないやり方にもいくつかの :

利点があります。例えば、仕事場関係にお :

いて、フレンドリーかつカジュアルです。 :

また年代や性別による階層の位置づけはほ:

とんどありません。人々は純粋に彼らの意:

欲や能力によって昇進しました。一方で叶

のマオリの人々は式典の卓越した感覚を:

持っています。有名な方の葬式のような場:

合は問中から人々が集まり、日本よりも長:

いスピーチや|時間・日数をかけたりします。:

それでは皆さん元気にお過ごし下さい。

" 

ょうです。夏場 (4月末から11月一杯)は露天で、土
砂を洗い流し、マンガンを選鉱し、秋になると坑内に

入って作業をしたそうです。

坑内は一番方から三番方に分かれており、一番方が

7時から15時30分、 二番方が15時30分から23時、 三番

方が23時から朝の 71時までという交替制になっていま

した。 8時間労働はしっかり守られていたそうです。

鈴木さんは主に発動機、ポンプなど機械の管理を担

当していたそうです。

これらの機械類は美利

河小学校グラウンド脇

に保管しています。実

際に動かすことはでき

ませんが、何に用いた

のかを鈴木さんを始め

とする美利河の方々か

ら聞いて記録に残しま

す。 話をうかがった鈴木勇七さん

マンガン採掘聞き取り調査から

文化財保諮係では美

利河地区において行わ

れていたマンガン採掘

について、仕事に従事

l されていた方からの聞

き取り調査を実施して

います。

今回は美利河在住の鈴木勇七さんから削き取りした

話をご紹介します。

鈴木さんは大正12年美利河生まれ。尋常小学校卒業

後、長万部の国鉄機関庫に勤めたが半年で辞め、昭和

12年美利河の杉林鉱山に入ったそうです。その頃から

発動機などの動力が取り入れるようになったそうで、

支那事変などがあり、圏全体が軍事色を強めていた時

代でもありました。マンガンは一等品は危池の原料と

して、 二等品は鉄に混ぜるものとして用いられていた

• • こんにちは、皆さん。日本とNZの習慣でl

つ顕著に違いが現れているのは、日本は私

たちNZ人がするよりもっと式典を重んじる

という事です。どのような式典でも人々は

きちんと列を作って盤列し、祝辞・来賓挨

拶から始まり、それから式典内容が始まり

ます。NZではこのような形式を全く取り ま

せん。 NZは整列することができません。こ

れは非日常のスタイルです。

3月下旬、私は常設保育所の卒図式に出席

した際、私はとっても矯きました!来賓の

方々がたくさんいらっしゃり、保育所の先

生方はとても素敵にドレスアップし、子供

たちもきちんとスーツやドレスを着ていま

した。卒園生はRfxを披露し、残る子供たち

は大きな声でそれに答えていました。特に

ス
l部総会
1 19:00~総合体育館

58ω|スポツ少年団本
|部団結式・体力
テスト
13:00~総合体育館

6日(日)1第 2回今金剣道大
会

19:00~総合体育館

ウォ3日(剣
一キング
8 :OO~奥ピリカ

00 
置話室面E圃面画面圃直属亙・園F.__  抽岨-陪湖E・E・iiìU節目[lþl!&tì富伺詰IF.量雪面~，蓮註野~'1個師.，~書画面圃'Y:i 



検訟を受けて明るい健康づくり
(保他福祉課健康づくり係ー国保係)みんなの健康恩返事

自
分
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

3
楽
し
い
食
事
の
工
夫
3

食
べ
る
こ
と
は
活
力
の
源
で
あ
り
、
健
康
の
維
持
や
体

力
の
回
復
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

可
能
な
限
り
自
分
の
力
で
食
べ
た
い
も
の
で
す
。
1
日

3
園
、
そ
れ
も
毎
日
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
い
し
く
、
楽
し

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
好

み
や
摂
取
能
力
、
必
要
カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
考
え
、
適
切
な
食

事
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

O
切
り
方
の
工
夫

例
え
ば
お
か
ず
の
場
合
は
、
あ

ら
刻
み
、
普
通
刻
み
、
ご
く
刻
み
、
そ
レ

Z

超
ご
く
刻
み
、
流
動
食
な
ど
岨
鴫

力
に
応
じ
た
切
り
方
を
し
ま

'レ
よ
-つ。

O
飲
み
込
み
困
難
な
人
の
調
理

水
分
の
多
い
料
理
は
、
か
た
く

り
粉
な
ど
で
と
ろ
み
を

つ
け
ま

年に一度体の中を点検しましょう

~住民検診のご案内~

保健福組理健康づくり係

今
年
も
年
に

一
度
の
住
民
検

診
が

6
月
初
日
(
日
)
1
お
日

(
金
)
ま
で
と
し
べ
つ
の
保
健
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

①
基
本
健
診

【
対
象
者
】

↓
二
十
歳
以
上
の
今
金
町
民
。

【
内
容
】

↓
身
体
制
測
・
血
液
検
査
(
血
中

脂
質
・
貧
血
・肝
機
能
・
腎
機
能
・

血
糖
・
尿
酸
値
)
尿
検
査
・
血
圧

測
定
。
希
望
者
の
み
心
電
図
・限

底
検
査
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検

査
(
血
液
検
査
)
。

【
料
金
】

す
。
水
分
そ
の
も
の
も
、
む
せ
な

い
よ
う
に
ペ
ー
ス
ト
状
な
ど
に

す
る
と
飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

O
減
塩
の
工
夫

し
ょ
う
ゆ
や
塩
の
か
わ
り
に

レ
モ
ン
汁
や
柚
の
絞
り
汁
を
か

け
る
、
し
よ
う
ゆ
を
だ
し
で
割
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
料
埋
の

一
品
だ
け
を
普
通
味

に
し
て
お
く
と
、
他
が
薄
味
で
も

心
理
的
に
満
足
感
が
得
ら
れ
ま

す。O
食
事
関
連
用
具
の
活
用

脳
卒
中
の
後
遺
症
に
よ
る
片

麻
療
の
方
や
、
関
節
の
動
き
に
制

限
が
あ
る
方
。
握
力
が
弱
い
方
な

ど
身
体
状
況
に
あ
わ
せ
て
利
用

で
き
る
食
事
関
連
用
具
(
箸
・
ス• • 

↓
8
0
0
円
(
生
保
受
給
者
・七

十
歳
以
上
は
無
料
)

最
近
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は

道
内
に
限
ら
ず
各
地
で
見
ら
れ

て
お
り
、
今
金
町
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
五
年
に

一
度
、
検
査

が
必
要
で
す
。

②
結
核
・
肺
が
ん
検
診

【対
象
者
】

↓
二
十
歳
以
上
(
結
核
検
診
)
、
四

十
歳
以
上
(
結
絞
・肺
が
ん
検
診
)

【
内
容
】

↓
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
。
希
望

者
の
み
、
略
た
ん
検
査
(
三
日
分

の
た
ん
を
検
査
機
関
に
送
る
)

【料
金
】

↓

2
0
0
円
。

全
国
の
動
向
と
同
じ
く
今
金

町
で
も
、
結
核
に
か
か
る
方
や
肺

が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
い
ま
す
。

③
川
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

【
対
象
者
】

↓
基
本
健
診
受
診
者
で
四
十
・四

十
五
・
五
十
・五
十
五
・六
十
・六

十
五
・
七
十
歳
の
希
望
者
。
ま
た

四
十
歳
以
上
で
①
過
去
に
肝
機

能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
、
②
広
範
な
外
科
的
処
置
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
、
③
妊
娠
・

分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し
た
こ

と
が
あ
る
、
の
ど
れ
か
を
満
た
し

定
期
受
診
を
し
て
い
な
い
方
。

鯛理の工夫 食べる方の状態

普通食
軟らかい物 家族と同等の食べ物が問題な

水分補給も助ける水分の多い物 く飲み込める状態。

軟食
ひと口大くらいの切り方をした 固いものが十分にかめず、脂っ

軟らかい物 こいものが食べられない状態。

刻み食
図形物はみじん切りくらいに刻 かむことができずに飲み込ん

むか、またはつぶす でしまう状態。

統動食 ミキサーにかけて流動状にする
時間がかかるが、プリン状流

動状のものが飲み込める状態。

ヨーグルト状にする
むせる つまるなど、え鴨ん下か障害

ベース卜食
とろみをつける

がある。飲み込む訓練をはじめ

る状態。
ノ

プ
l
ン

-m・カ
ッ
プ
な
ど
)
も
多

数
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
込

み
が
困
難
な
方
の
た
め
の
、

と
ろ

み
を
つ
け
る
補
助
食
品
の
ほ
か
、

刻
み
食
や
ペ
ー
ス
ト
食
の
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

し

た
だ
し

-
度
も
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
く
、
肝
炎
の
診
断
・

治
療
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
限

り
ま
す
。

【
内
容
】

↓
血
液
検
査

【
料
金
】

↓
3
0
0
円

(
生
保
受
給
者
・七

十
歳
以
上
は
無
料
)

④
耐
立
腺
が
ん
検
診

【
対
象
者
】

↓
今
金
町
在
住
の
四
十
歳
以
上

男
性
【内
容
】

↓
山
液
検
査

【料
金
】

↓

2
0
0
円

全
国
的
に
前
立
腺
が
ん
の
死

亡
者
は
増
え
て
お
り
、
今
金
町
で

も
前
立
腺
が
ん
や
、
そ
の
他
の
病

気
が
見
つ
か
る
方
が
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
新
聞
折
込
や
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

短
い
時
間
と
少
し
の
料
金
で
検

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
自
分
の
体
の
中
の
健

康
を
擁
か
め
ま
せ
ん
か
っ
・
検
診

は
予
約
制
で
す
。
お
申
し
込
み
ゃ

ご
不
明
な
点
は
と
し
ベ
つ
(
捻
話

2
2
7
8
0
)
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

震指防予事[自由児健康相談・健診

極量露盤
【あったかサロンあったからんど健康相談13対象凶住民
日時1>5月27日附・28団側・29国
場所1>あったからんど
*ズンドコ体操は、11:15から実施します.
【種目|地区健康相談】3対象b全住民
日時じ>5月18日(:1<)
.場所じ〉種川温泉
*14:30-14:45までズンドコ体操・ストレッチ体操を行っています.

F内容(各地区共通)1>健康相談・血圧測定・尿検査

.場所予苓面7ーの予防接種の実施場所は全て「としべつ保
健センター」です。
(岩間医院担当)
.対象じ>1112年5月12日-1116年2月11日生まれ
.月日・受付時間
C>ツ反 5月18日同12:30-12:45
C>BCG: 5月20日(村12:30-12:45

(包囲医院担当)
φ対象C>1I12年5月12日-1116年2月11日生まれ
・月日・受付時間
じ〉ツ反 5月17日明)12:30-12:45
C>BCG: 5月19日凶12:30-12:45

(国保病院担当)
.対象じ>1115年8月-1116年2月11日生まれ
.月日・受付時間
じ〉ツ反 5月12日付<)15:15-15:30 
bsCG・5月14日(錫15:15-15:30 

院直E軍百葺吾~~凪菅島圭臼

.対集1>小学校6年生(11・12歳入
(岩間医院担当日)1>6月B日(:1<)-10日(村
.場所1>岩間医院
(1!;回医院担当日)1>6月9日同-11日{針
.場所1>富田医院
口今年度、今金町国保病院担当日はありません。
※小学6年生の児童は必ず、受けるようにしましょう。

10:00-11: 15 

一

一肉

畑
Y

一り

L
J

一レ

七
じ

ー一と

2
-E
一明説

土
U
A

一帥
仙
閣

議
眼

一間

幻

。
川

一紘
一

向

f
t
一叩

2

瓦
U
一宗
一
宮

.対象b全住民3月日 1>5月17日(月).6月7日伺)
時閉じ>9 : 30-11 : 30 
li場所b総合福祉施設内保健センタ-e型空E健康相談・空豆型定・尿検査

阪信京福EZ

• • 

叩
幽

脳血湿~離島沼周MIlI!!!;"~!jÆ蓮司

信

.."唖週匝Ji:防司信幸司

.対象1>1114年9-10丹生まれの子

.月日 1>5月13日(本)

.時間1>(受付)9 : 00-9 : 15 

E翠亙宣言2
.対象1>1113年2-4月生まれの子
・月日 1>5月13日(村
・時間1>(受付)9 :30-90115 

甥鰐罷 1-2月生まれの子
・月日 1>6月10日(村
.1時間1>(受付)9:00-9:15

甥開警警6-7月生まれの子
.月日 1>6月10日(村
.時間1>(受付)9 :30-90115 

【各相談・健診共通】
・場所1>総合福祉施設内保健センター
・持ち物1>母子手帳・タオルなど

13:30-15:00 
13:30-16:00 

13: 30-16 : 20 
すミミすくとデラヰライラ「弓1J-

@対象1>妊婦さん・乳幼児をもっ親御さん
.内容1>出産育児に|期するビデオの無料貸出
.受付1>随時(貸出期間2週間)
φ場所1>としべつ保健センター
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5月9日瀬棚町国保医科診癌所(i頼 棚Dfi7-2'170 
16日 岩 間医院(今金)雪2-0057 
23日道南ロイヤル病院(北槍山)fi4 -5011 
30日楢 崎 医院(瀬棚j)fi7-3021 

( 6月分については予定です)

6月6日北槍山町国保病院(北槍山)fi4 -5:121 
13日 今金町国保病院(今金)fi2-0221 
20日道南ロイヤル病院(北恰山)fi4 -5011 
27日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)fi7-2470

日休

で

、

r

の

L
f
E
r

-

;

 

ぽ一
町
……一
睡

飢
」
「

ι

h
u

r

、

A
口場

で

で

ヲ

匂

本

ふ
ま
A
F

な

午

時

と

正

3

更

、
り
ら

変

か

か

よ

。
時

時

き

い
叩

1

急

さ

前

後

が

だ

午

午

医
く

番唱コ※
 

運転免許証

更新時講習のご案内

-優良講習(30分講習)
-今金町民センタ-

5月 20 日 (13:00~)

-北檎山町農村環境改善センタ

6月 3 日 (13:00~)

・一般講習(1時間)・初回講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センタ

6月 10 日(一般 ・ 13:00ヘ初回・ 14:30~)

・違反講習(2時間講習)
-北槍山町農村環境改善センタ-

6月 3 日 (14:00~)

言語滞
納コ1

豆豆一一一、
ζ~ --ヨーー勃のく二重二戻今金町の交通事故発生状況

件
、樹
脂
非
ゆ
ヨ

骨体
裁
拙
市
甥
A
W

庁
川

U
N
菊

前月対比

(ム104)
(ム53)
(ム51)
(ム47)

主旦玄翠:f:E

世
田
叩

人
人
人
世

9
1
4
9
 

1
2
9
6
 

8
2
4
6
 

戸

b
q
u
q
u
勺〆』

口

数男
女
帯

人

世

3月末計
2件
O名
2名

3月発生
発生件数 1件
死者数 O名
傷者数 1名 ゐ母
※55運動(スピ ドタウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう 1

交通事故死ゼ口回数
者護保

-つ

日
c
n
 

で

月

め

3

お

ん

『つ

~

ぷ
刊
介

じ
旦
之

h
H
L
、Jb

b
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郡

山

川

宅も

住 いつまでもあ幸ぜ|こ

3/24 吉本 辰也九(鈴岡第2)・津田

曾ぉ4やみ毛 5 しあげます
山崎

犬塚

1f官 漂
泊田

本間

庫 元

小)I[

仁克)高美町
156日

新入学児童を

交通事故から守ろう 英理子さん(下豊田)

75歳 (南町)

64歳 (南 栄 町)

62歳(東町)

94歳 (豊寿園)

74歳 (東 町)

67歳 (下 豊田)

83歳 (種川駅前)

4月16日受付分まで

3月19日

4月1日

4月1日

4月4日

4月12日

4月13日

4月15日

克さん

久さん

園夫さん

かつよさん

みっさん

利 治さん

弘市さん

義

新入学児童が、ランドセルを重そうに背

負い小学校!こ通う姿を見かける季節|こな

りまし定。

まだまだ、通い慣れていな

い道を歩くのは、 1年生巴

とっては大変なことです。

そんな新入学児童を、町民

一丸となって交通事故から

守りましょう。
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ffi) 出 合限切 環境に優しい再生紙と大豆

L 直己 町一インウを使用しています。

ホームページアドレス http://www.hakodale.or.jp/imaka nel 

Eメールアドレス imakane@hakodale.or.jp


